
方、

ら

。
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本物の人生を目ざそう
-成人おめでとう

目的を持って
の栄光を積み重ねてきましたガ、怠かでも足

かけ旬年にわだつて到達しだ2215鼠合連続出

濁は、前人未到の大記録です。この偉業を達

成された衣笠さん1;:、昨年6月1;:国民栄着賞

ガ贈られましだ。

1月15日は成人の目です。この目、晴れて

成人式を迎えられる皆さんの門出を祝って、

元広島東洋力一ブの衣笠祥雄さんからメッセ

ージをいただきました.昨年、現役を遅かれ

た衣笠さんは、 23年間の長い選手時代!こ叡々

事
新
成
人
に

贈
る
言
葉
事

二
十
議
の
こ
ろ
、
ま
だ
フ
ァ
ー

ム
(
二
軍
)
に
い
た
ぼ
く
は
、
畳

間
、
観
客
の
い
な
い
グ
ラ
ン
ド
で
、

ひ
た
す
ら
汗
を
流
す
毎
日
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。
自
分
で
は
仰
や
れ

る
“
と
思
っ
て
プ
ロ
野
球
の
世
界

に
飛
び
込
ん
だ
の
に
、

一
年
目
も

二
年
目
も

一
軍
で
の
試
合
は
三
十

試
合
く
ら
い
。
そ
こ
で
味
わ
っ
た

の
は
絶
望
感
だ
け
で
し
た
。

「
プ
ロ
の
選
手
は

一
軍
の
試
合

で
活
路
し
な
け
れ
ば
だ
め
だ
」
と

い
う
現
実
の
成
し
さ
を
い
や
と
い

う
ほ
ど
知
ら
さ
れ
た
ぼ
く
は
、
成

人
式
の
日
に

一
つ
の
普
い
を
た
て

ま
し
た
。

「
本
物
の
プ
ロ
野
球
選
手
に
な

• • 

日

umω
お

Hua姐
租
由

近
年
の
内
腿
業
は
、
米
の

減
反
強
化
な
ど
と
年
々
厳

し
い
色
を
深
め
る

一
方
で

あ
る
。こ

う
し
た
中
で
、
地
域

の
活
性
化
、
地
場
産
業
の

拡
大
、
被
合
経
営
を
め
ざ

し
た
特
産
品
づ
く
り
に
、

同
年
四
月
新
林
業
都
造
改

普
事
業
に
よ
っ
て
今
金
地

区
、
種
川
地
区
に
施
設
を

設
置
し
た
。
組
合
員
各
5

名
で
組
織
、
利
用
組
合
形

式
で
運
営
し
て
い
る
。

一
施
設
の
ほ
だ
木
本
数

は
2
万
本
、
こ
れ
か
ら
得

る
収
穫
量
口
ト
ン
、

7
百

万
同
程
度
の
収
入
を
兄
込

み
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の

後
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な

っ
て
い
る
か
、
極
川
地
区

代
表
の
三
津
橋
信
武
さ
ん

に
話
し
を
聴
い
て
み
た
。

話
し
に
よ
る
と
「
私
の
地
区
の
場

合
は
、
四
年
前
か
ら
栽
培
し
て
い
た
。

こ
の
事
業
に
よ
っ
て
は
だ
木
を
補
充
、

継
続
す
る
形
に
な
っ
た
。
現
在
約
4

万
本
の
ほ
だ
木
で
経
営
し
て
い
る
。

ろ
う
。
よ
し
ん
ば
な
れ
な
〈
て
も
、
ん
無
茶
ば
か
り
し
て
い
ま
し
た
し
、

本
物
に
な
る
た
め
の
練
習
だ
り
は
ま
わ
り
の
人
の
目
に
は
今
で
い
う

や

ろ

う

」

と

。

か

新

人

類

e

の
よ
う
な
存
在
に
映

こ
の
年
の
八
月
二
十
日
、
ぼ
く
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

は

一
軍
に
上
が
る
こ
と
が
で
き
ま
た
だ
、
一
つ
だ
り
気
に
か
か
る

し
た
。
し
か
し
、
も
し
こ
の
シ
l

の
は
、
ぼ
く
た
ち
の
こ
ろ
に
比
ベ

ス
ン
に
実
織
を
残
し
て
い
な
け
れ
て
、
最
近
の
著
者
は
少
し
幼
い
と

ば
、
恐
ら
く
ぼ
く
は
ク
ピ
に
な
っ
感
じ
て
し
ま
う
と
き
が
あ
る
こ
と

て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
窓
で
す
。
社
会
が
監
か
に
な
り
、
安

成
人
の
日
の
誓
い
が

野
球
人
生
を
支
え
た

元
広
島
東
洋
力
プ
選
手

・

衣

笠

祥

雄

昧
で
も
、
ぱ
く
の
プ
ロ
野
球
人
と

し
て
の
ス
タ
ー
ト
は
、
昭
和
四
十

年
の
入
団
の
時
で
は
な
〈
、
昭
和

四
十
二
年
の
「
成
人
の
日
」
だ
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

流
さ
れ
た
人
生
に
は

何
も
残
ら
な
い

昔
の
若
者
と
比
べ
て
今
の
若
者

を
ど
う
思
う
か
と
尋
ね
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
ぼ
く
は
あ
ま

り
変
わ
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ぼ
く
自
身
、
若
い
こ
ろ
は
ず
い
ぶ

(
そ
の
後
)

1
千
万
円
ほ
ど
の
総
収
入
が
あ
る
が

設
備
投
資
、
償
還
金
に
追
わ
れ
大
変

だ。
ほ
だ
木
の
耐
周
年
数
は
3
年
と
短

く
、
こ
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
。

ま
た
、
植
菌
か
ら
収
穫
を
見
る
ま
で

複
合
化
経
営
を
め
ざ
し

特
産
晶
づ
く
り
に
熱
く

易
な
生
き
方
を
し
よ
う
と
す
れ
ば
、

そ
れ
が
で
き
る
時
代
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
進
学
率
が
高
ま
り
、
そ
れ
だ

け
社
会
に
出
る
時
期
が
遅
く
な
っ

た
と
い
う
背
景
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
豊
か
な
時
代
に
生
き
て

い
る
皆
き
ん
に
強
く
言
レ
た
い
の

は
、
人
生
の
目
的
だ
け
は
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
見
つ
け
出
し
て

ほ
し
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
自

分
は
将
来
、
何
を
や
り
た
い
の
か
、

そ
の
た
め
に
は
い
ま
何
を
し
な
け

• • 
1
年
半
の
期
間
を
要
し
た
。
こ
の
期

間
短
縮
が
で
き
な
い
か
と
検
討
を
重

ね
て
い
た
。
こ
の
改
普
策
と
し
て
、

昨
年
暖
房
施
設
を
整
備
、
冬
期
間
も

一
定
温
度
で
栽
培
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
植
菌
か
ら
半
年
で
初
生
産
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

目
標
生
産
量
日
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
整
備
に
よ
っ
て
揃
日
ふ
る
回
転

が
で
き
る
。
全
日
出
荷
、
日
ト
ン
の

収
穫
が
見
込
め
そ
う
だ
。
総
収
入
も

1
千
万
か
ら
1
千
5
百
万
円
程
度
に

な
る
の
で
は
l
l
!。
」
と
熱
い
口
調
で

話
し
て
い
た
。

「今は大変だが一、将来的には明る

いものがある匂と語る。パッ ク詰

めに追われながら、しいたけ栽培

にかける夢は大きし来年に燃え

る三津橋さん。

( 2 ) 

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
i
|
そ
う
い

う
目
的
意
識
を
し
っ
か
り
持
っ
て

い
な
け
れ
ば
、
こ
の
箆
か
な
社
会

の
中
で
は
ど
ん

E
ん
流
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
流
さ
れ
た
人
生
の
後

に
は
、
何
も
残
ら
な
い
と
思
う
の

で
す
。
そ
ん
な
人
生
だ
け
は
歩
ん

で
ほ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

君
は
何
を
す
る
た
め
に

生
ま
れ
て
き
た
の
か

昨
年
ぽ
〈
は
、
二
千
百
三
十
試

合
連
続
出
場
の
世
界
記
録
を
塗
り

替
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
「
本
物
の
プ
ロ
野
球
選
手
に

な
ろ
う
」
と
い
う
目
的
意
識
を
二

十
歳
の
と
き
に
持
つ
こ
と
が
で
き

た
か
ら
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。
で

す
か

b
皆
き
ん
に
も
、
で
き
る
だ

り
早
い
時
期
に
「
自
分
は
こ
れ
を

す
る
た
め
に
こ
の
地
球
に
生
ま
れ

て
き
た
ん
だ
」
主
、
そ
れ
〈
ら
い

大
き
な
自
負
を
持
っ
て
、
本
物
の

人
生
を
目
ざ
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。成

人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

(
談
)

こ
う
し
た
施
設
が
軌
道

に
の
る
と
、
米
依
存
型
農

業
か
ら
、
今
金
男
爵
い
も

や
軟
臼
長
ね
ぎ
、
大
根
な

ど
本
町
特
産
品
と
府
を
な

ら
べ
、
複
合
化
経
営
の
足

が
か
り
と
な
り
地
場
産
品

の
位
置
ず
け
が
さ
れ
そ
う

だ
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て

農
家
経
済
が
潤
い
‘
こ
れ

か
ら
の
厳
し
い
農
業
情
勢

に
対
応
で
き
る
の
で
は
。

( 3 ) 
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小
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男
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女
女
女
女
女
女
女
女
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勉

正芳

正芳

等

定 幸

消

正 幸

忠雄

正入

信 也
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英広

修 一

繁春

茂春

潔

三 郎
sIJ 夫

富士男

この名簿からの洩れ

がありましたら教育委

員会にご連絡〈ださい。l

倒

男

明

男

労

男

明

男

女

女

女

女

女

女

女

女

男

女

女

女

女

女

女

女

男

女

女

女

男

男

女

明

男

明

男

女

女

男

明

男

明

男

明

男

男

男

氏名

小山雅広

安達恭平

井村能久

伊藤健

藤倉英樹

川上 哲克

菅野康弘

村上和美

県須亜希子

布E閉まゆみ

猪股悦子

佐々木綾 子

柏田智美

中島加奈子

六鉛麻里 子

境田健

岡林洋美

日世 マリア

中 野真理 子

木 f;'.J 消江

fliif 部 幸 子

大場早苗

水本奈穂実

笹森孝丸

フk ヲl 妙子

犬塚!J[o砂芙

宮本理l 香

笹森信之

笹森義之

川上早苗

岡本健 一

出口 n 也

長谷祐介

小松巧英

油家育英

高橋美佳

安西典道

菱田 115 
佐藤 圭 介

藤沢弘昌

根井賞史

烈須稔

長谷川舟行

庄司浩通

白沢寛

学校名

花石

f>] )11 

八束

金原

盟問

神丘

今金

• 

• 

• 
れ
た
。

(
功
績
表
彰
)
石
川
盟
三
(
特
別
功

績
表
彰
)
本
田

一
二
一
(
初
年
以
上
)

石
沢
隆

一
、
赤
井

力

マ
町
長
表
彰
(
初
年
以
上
)

石
沢
隆

一
、

赤

井

力

マ
今
金
町
消
防
団
長
表
彰

(
岨
年
以
上
)
河
村
昭
夫
、
本
岡

一

三

(
初
年
以
上
)
石
沢
隆

一
、
赤
判

'~ 24 日

憲懇黛念議

-外出は平日課業終了後、

応募資格 18歳以上25歳未満の男子

志願受付 自衛隊今金事務所募集

円分支給・食事代寝具類

も一切無料で貸与されま

す。

ft0137il%025宮市時受付中

そ の 他 ・初任給 110，200阿・'H

与は年 3回で合計 4.9ヶ

士服日は午後、 日眼目 は

朝から前可、有給休暇は

自衛官募集中

消
防
出
初
式

恒
例
に
な
っ
た
消
防
出
初
式
が
、

1
月
6
日
団
員
削
名
と
消
防
車
、
救

急
車
が
市
街
地
を
パ
レ
ー
ド
、
「
火
の

用
心
」
を
呼
び
か
け
た
。
ま
た
、
町

内
の
要
所
に
で
ま
と
い
を
披
露
、
予

防
消
防
の
ピ

1
ア
ー
ル
を
し
た
。

引
き
続
き
、
制
年
永
年
勤
続
者
の

表
彰
式
が
町
民
セ
ン
タ
ー
に
て
行
わ

マ
北
海
道
知
事
表
彰
(
叩
年
以
上
)

岡

本

優

、

森

和

夫

、

菅

昭

夫

鷲
野
竹
幸
、
照
宮

一
三
(
初
年
以
上
)

永
判
敏
治
、
安
西
昭
雄
、
山
口
市
町

酬
明
良
孝
司
、
山
田
忠
夫
、
佐
伯
紀
道

マ
北
海
道
消
防
協
会
長
表
彰

七
H7

精
勤
叩
回
精
績
表
彰

森
崎
義
男
、
寺
凹
隆

一
、

石
沢
隆

一
、
宮
越

一
夫、

表
彰
さ
れ
た
。

加
藤
澄
維

の
各
氏
が

28名 X6，O朗円=168，0凹円

町 内 入 院 者

33名 X2.0∞円 66.0∞円

翌年度繰越企 189，242同

諸 経

63名 X2，Q∞円=126，0回円

町 外 入 院 者

'1'1 14，6801工j

675，99<1 

川 年繰越金 187，928門

収支合 日l'863，9221工l

42名 X6，C即円=252，0曲円

8名 X6，Q∞円 48，0曲I'Y
母拡父世帯

6，000 

10，000 

50，000 

5，000 

127，417 

10，074 

今 小 6"1三2組

小百合保育園

小
一
合

今金知人会

今金ライオノズ

人暮し老人

i:' 酷世帯

伊藤トミノ

;1"1 

日i

[ ~è?}-互主ヨ

まといで締める消防出初式(消

防斤舎前にで)保存会の面々

7.800 

3，500 

2，200 

3，000 

5.000 

16，500 

2，700 

2，500 

2，000 

3.000 

3，500 

5.000 

3.800 

2，747 

2.000 

10，000 

3，500 

2，500 

2，000 

271，457 

25，355 

20，988 

認沼忠良絶.... 掲滋蛤総指勘勧~像以

白石

全限 ・ 旭

上鈴企

イ長 FI 11 
上、巾、下12田

卜 7 ンケシ

中ト 7 ンケシ

F 11 

神 託 新興

q-，台

西部
ム

1"1 口

" 苦七 平日

イ 7 ヌエノレ

鈴岡下白

日 是主

神丘 学 校理

八束 " 

金原 " 

d、 百|

今 中生徒会

今小児 童会

活J夢
想

" 
" 
" 

町 内 名 金 額

昭 開I 13，000 

『吋 主 開I 10，000 

日 の 11'1町 7，000 

耳E 開] 20.000 

j¥ 申請 開I 20，000 

本 開I 30.000 

H百 相l 脚T 12，600 

J~止 開I 6.300 

栄 開T 19.200 

大 平日 開I 37，970 

末 広 開I 20，000 

ゑ" ~IT 11，000 

出 開f 10，000 

雨 栄 側T 45，650 

商工団地 14，400 

III 277，120 

英 利 河 ニ 股 12.400 

" );IJ 3，000 

11: 石 」ュ 6，800 

" 中 10，050 

" ド 7.600 

m. 7，800 

甘: ー口ι一一 4，700 

」ニ 手ili )11 5，100 

樋川百 IJIJ 27，400 

" 駅 IJIJ 6，500 

rl:1 種 )11 6，600 

下 有6 )11 5，000 

奥 百1 )11 3，000 

下メソフOjI:;古 2，700 

」ニ 布1 布団 5，000 

金 又 2，000 

光 ムロ 3，300 

寒 昇 17，000 I 
制l Il多 15，000 

I軒 品1"1 'Jl:. 5，000 

回 代 5，100 

」ニ 回 代 4，500 

λ 宣告 7.800 

F有 l王l 1'1: 2，700 

八束中央 3，000 

八 東宮 町下 6，500 

八来初J回 2，660 

( 5 ) 



「一二光の里学園に | 

"-------1 00万円匿名寄贈←」
みんなの

驚き…お礼の言葉熱く

わしょうもない。消印は今金になってお

り、町内在住の方と思われる。図生とも

ども感謝、有効活用したい。J と話して

いた。

こうした熱く優しい気持を寄せられて

いる方が他にもおり、 13年間の長きにわ

た り、ミカン、ジユ スを送 り続けてく

れる方がいるそうです。この方も匿名です。

~mmum歳末助けあい m~温かい心持ちよって ~ummm

項 目 出ていただ〈方 実する施日 時 間 対象地区 実施 会 場 備 考

一 般相談 全 f主 民 1日明) JO日0-15:00 全地区 老人福祉センター 健康相談、保健指導

" " 8日明) " " 町民センター " 
① " " 15日仰 " " 老人福祉センター " 

" " 22日開 " " 町民センター " 

" " 29日側 " " " " 
② 麻 し ん ヨ三1&18ヶ月月 1 日開日)出 9:00-11 :30 " li吉.11田'*'1i、s可岩VFh!日j医院 は日間L、か軒に目かはか休っ睦た、方1回は接除種外-36ヶ まて込 -20 

③ 企業組合検診 企業組合員 2日ω 9:00-12:00 " 町民センター 輸ト血、扱lIitlz夜椴宜、 レン
ゲン彬

④ 子宮 庁ン検診 満叩最以上の蹄人 4 日日同間 畳付時IIIJ
" 老人福祉センター 検診車による検査ー7 8:00-9:00 

⑤ 乳ガン検診 " 7日旧) 9:00- 9:20 " " 医師による触診
12:40- 1 :00 

⑥ 妊(母蹄親学相紐)時 妊 婦の方 9日伏) " " 町民セ/タ 検診尿察 血↑E液健検栄養査指、予導診歯体科重指測導定12:45-14:00 

⑦ ロガン検診 満35量以上の男女 10日B附L句 " " 老人福祉センター 検診車によるレントゲ/横査-13 7:00-9:00 

育児講座 3 ケ 月 !Je " 身体計測、保健指噂9:30-10:00 
⑧ 18日付4

" 
開Tli':セ/タ

診身体察計、歯測、科指保導健指、導神、蛙学医師による礼児健診 4、7，10、12ヶ月児 " 12:30-13:00 

⑨ 企惣蛤措詰(2改) 検1次査検のや診l疋を畳されけた間方宮 19日幽 9:00-12:00 " " 血底輪臨検王豆査、、酷心棋危図、 眼

⑬ 輯医地区巡回診掠 金原地区の方 23日f刈 受付時間
金阪地区 荷量生活改善セン7- 診療科目 外科14:00-15:00 

⑪ 手L!Je. 相談 生後6、9ヶ月児 25日附 " 全地区 町民センター 保健指導9:30-10:00 

⑫ 股脱健診 2ヶ字月Lと25EI n 25日附 13:00-14:00 " 今 金 保 健 所 コ関節X線写真
上の児

二二コL二二

光の里学園に、匿名で多額の寄贈があ

ったとのこと。柴谷悶長の話しによると

「昨年12月31日年の暮れのこと、女性の

声で電話があり 、 匿名で寄II~ したい旨の

連絡を受けた。その時は金額もわからず

了承したが、速達で送られてきたのは、

100万 円 の曹IJ引金融自立。額而 の大きさに

ホピ yクリ恥匿名のため、お礼の言 い表• • 

小百合保育園児

ロ
月
お
目
、
曲
名
の
園
児
を
代
表
し
て
、
年
長
組
問
児
と

先
生
が
福
祉
協
議
会
に
訪
れ
「
恵
ま
れ
な
い
人
に
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。
」と
1
万
円
を
手
わ
た
し
た
。
悶
児
た
ち
が
少
し
づ

っ
た
め
た
お
こ
ず
か
い
を
持
ち
ょ

っ
た
も
の
。
閣
は
、
開
悶

以
来
こ
う
し
た
こ
と
を
続
け
て
お
り
、
昨
年
ま
で
は
イ
ン
ド

に
附
っ
て
い
た
。
今
年
は
町
に
す
る
こ
と
に
し
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。

今金IJ、学校児童会

ロ
月
幻
目
、
川
名
の
児
童
を
代
表
し
て
児
童
会
長
宮
崎
吉

広
君
、
副
会
長
沖
野
亘
君
、
須
藤
美
帆
さ
ん
と
先
生
が
福
祉

協
議
会
に
訪
れ
「
闘

っ
て
い
る
人
に
あ
げ
て
く
だ
さ
い

J

と
2
万
円
を
手
わ
た
し
た
。
児
童
会
で
き
的
、
毎
年
続
け
て

い
る
も
の
。
今
年
は
歳
未
助
け
あ
い
巡
動
と
し
て
バ
ザ
ー
を

附
き
、
お
金
の
使
い
方
、
物
を
大
切
に
す
る
心
を
勉
強
。
そ

こ
か
ら
得
た
お
金
を
寄
贈
し
た
。

今金中学校生徒会

ロ
月
初
日
、
別
名
生
徒
を
代
表
し
て
生
徒
会
長
高
島
俊
裕

君、

三
浦
雅
行
君
と
先
生
が
福
祉
協
議
会
に
訪
れ
「
少
な
い

で
す
が
何
か
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。
」
と
2
万

5
千
円
を
干

わ
た
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
は
、
生
徒
会
が
自
主
的
に
取
り

組
み
、
全
校
生
徒
に
呼
び
か
け
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
。

• • 確

定

申

告

の

相

談

日

程

2
月
同
日
(月
)
1
2
月
間
日
(
水
)

午
前
川
時

1
印
時

午
後

I
時

1
4
時

申
告
相
践
的
際
に
持
参
す
る

も
の

1
.
事
業
所
得
の
計
算
書
、
又

は
収
入
(
売
上
)
金
額
、
必

要
経
費
(
仕
入
そ
の
他
の
経

費
)
の
わ
か
る
も
の

※ 今 月はガン検診の月です。次のことに注意 を L

必 ず検診を受けて下さい。 今
金
町
役
場
会
織
室

ヵ条
規則正しい生活習慣づくりでガンから身を守りま Lょう。

がん予防の12

2
、
確
定
申
告
担
用
紙
(
用
紙

の
な
い
方
は
税
務
署
に
あ
り

ま
す
)

3
、
源
泉
徴
収
両
市

4
、
生
命
保
険
料
.
火
災
保
険

料
の
支
払
証
明
書

5
、
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年

金
の
支
払
額
の
わ
か
る
書
類

6
、
そ
の
他
各
種
控
除
に
必
要

な
書
類

7
、

印

鑑

八
雲
税
務
署
が
ら

目偏食しないでバランスのとれた栄養をとる。

困 同 じ食品 を繰り返 して食べない。

園食べすぎを避け、脂肪をとりすぎない。

図深，酉をしない。

園喫煙を少なくする。

回適置のビ7ミン A'C'Eと繊維質のものを多〈とる。

圃塩辛いものを多量に童べない。あまり熱いものはとらない。

図 ひどく焦げた部介は食べない。

園カピの生えたものは食 べな い。

困過度に日光にあたらない。

皿過労を さけ る 。

E 体を，膏潔に保つ。

( 6 ) (7) 



国
民
健
康
保
険
証
の
更
新
手
続
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
早
急
に

歯
固

R
H
R
 

寄木樹

場

の

広

園
の

公

い

い

合

願

憩

総

お

「
|

|

|

L

2月の休日当番医

まま ④ 5011 

8 ② 0324 

E ② 0221 

宮 ① 3021

ft④ 5321 

平病院(北槍山)

;7;悶 lli:院{今金)

今金阿国 保 病院

補 崎 病院(瀬棚)

北楠 山阿 国保病院

7日

11日

昨年カ、ら この工，r(を始めま したが、樹木

が成長し、皆様に湖込できるまでになるの

には相当の年月を要します。

符械の特段のご協力をいただき、早期実

現いたしたく.お限lいします。

雪己

オンコ、呆樹木、

木は除く)

※ご寄贈お願いできる方は、建設謀者1¥市計

画係までご一報くださるようお願いします。

14日

21日

28日

ナナカ 7 ド等(雑樹 種

仁 高額医療費自己負担金「

相談窓口開設お知らせ」

高額保養費は、 5万 4千 円 (非課税世

帯 3万円)を超えた方に支給されますが、

この制度では医療殴の全部を一時JUIに支払

いとなります。

お支払いにお困りの方は、役場町民稲祉

税まで、お気軽にご相談ください.

E212222ふ示ゴ

町
民
福
祉
課

; 一 一一一一一一一一 一、 回

| 消防職員の募集お知らせ 諜
1)鵬人 員 l名 岬 込先楠，1，広域川防組合今金四 i係

; 湘 格 一 罰 胤 例 制 附 半 即 断 i
01昭利142勾与 4n 1 日 - 1間柄 1 45~1'.. 3 fl311'1ま 在、色主1-"~ミ

でに生まれた者(尚卒予定北以上町川 6j世臨月 日 2月 1911

o身体拍飽なものであること 7)世験壷唱 今金支持 1 
o州州問川町者または "1能刊で 8j院院方語学科、州制而担 i 

i あるニと ‘ 

i 岬込期限 2川 沿 ま で ※詳細については、消刷会今金主署②o5 1 9へ i 
'-..._ ...- 一一一一....-..._ ..._----一一一一一一一一一一一一一一一一一一…一一-_...__..._-----~

受 付 13: 40 

諮問 14: 00 

終了 16: 00 

一般

き 2月18日(木)

受付 12: 40 

J昨世~ 13: 00 

終了 13: 30 

とニろ 今金町民セ ンター

と

⑩ 

やややや住民の動態やややや

12 月 末現 在

H可n会f上t

8，256 (-3) 

4，013 (-4) 

4，243 (+ 1) 

2，531 (ー 1j 

争おたんじ よう おめでとう

*!f 訴t請さん 12H 2日 {哲
や す 例 よ

雄辺事選き ん 12J-12 日 (教脚
".... >: 

沢 田 研人さん はn6日 (fYt&

rHI韮コ訴さん 12)/ 8日 (主三

松村会晶子さん 12)1 9 日 (J;J~弘

中問 看金丸山HIO日(洋二

加醐品設丸山f1Z1日 ( 臨

前回友昏さん 12JJ23日 ( 平 ぷ

叶よ会卓!，;llさん は }-125日 CiEJIIJ

剖 n 結.hさん 1 ) J 6日 (仲杭

奥 山 首会さん 1 H 12日 ( 盛

枇 問 理会さん 1 JJ 14日 (A帯

争いつまでもおしあわせに

%，~崎克之きん〈市 町)~臨[n ~巴』子さん(f釘常開fI

%阿部 品E之さん{八師~rn =新保 問ニTーさん(瀬棚1!1f)

%拙1m 掛さん(日の出町 ) ~岩本 血加きん(jt楠山町}

沼芳岡品 さん(市町j~新 )1 時子さん〈崎玉県〉

MOJ処山 哲郎さん{太和町)~凹 1 1 1 J11t!J!.チさん〈八幡町}

垢米山 民泊さん(必利河)='~i;腰千佳子さん(枯 町)

争おくやみもうし あげます

イ~J 111 トメきん 12JJl6臼 89)''& 

仙草次郎古さん 12fl19A 73;:& 

剖 11/ 正明さん 12JJ 22日 73躍

t'r1B m古§ん IJJ 16日 78idt

掛 11' 男さ ん IrJ171:1 53描

柳 大ー さんけJ18日 75晶

人 円

-!J} 

立

l止':;~世

JÆ ~}) 鈴企

29})住吉

2 -!./J)栄町

晶 9J)大 和町

民久)末広脚1

2 k)御臨

品火)神丘

長女}大和町

民ム;)市栄町

品叫)南 町

長火)商工団地

2 -t.:) 大 和町

(
発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

}¥I信仰丁

時間

主役 例丁

花右

オミ1;:;'阿T

"'，町

日間②
0
4
4
l
A
l
番

ζ 

( 8 ) 

編
集
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企
画
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係


